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FRONTIERSPIRITの文學的表現
清 水 春 雄
序
、?
SamuelL.KnaPPがLectuiesonAnze`iicanLiterαtureの中 で``YOUare
aware七ha七i七h、asbeensaidbyforeigners,andof七enrepeaもed,一"tha七
・七herewasnosuch七hingas.Americanli七erature・"と述 べ たOは1829年
の こ とで あ る 。 そ の 頃 の 年 代 と し て は ア メ リカ文 学 の 存 在 が 、 蕾 に 他 國 の 人 々
ば か りで は な く、 ア メ リカ 人 自艦 か ら も猫 自 の港 の と して 認 め られ て ゐ な か つ
た の は 無 理 もな い 。 そ の 後 にAmericanRoman七iciSmの花 練 齪 た る時 代 、
Hubbel1や]Y[1■七七hie『se霊1の構 へ る 所 謂AmericanReftaissanceの時 期 を経
て ゐ る に も拘 らす 、 依 然 と して 先 の 言 葉 が そ の 儘 に 信 ぜ られ 、 ア メ リカ 文 学 は.
久 し く英 文 学 の 老 舗 の軒 先 暮 しに 骨 ん じて ゐ な け れ ば な らな か つ た 。 歴 史性 の
欠 け た 纒 ま りの なV・國 に 、 深V・叡 智 の 源 泉 は 求 あ得 べ く も な い と見 限 られ て ゐ
'たの で あ ら う
。 併 し 力 の あ る もの は何 時 か は 表 現 を求 め る。 ア メ リカ とい ふ 廣
大 な地 域 に 、 民 族 の 鮒 塙 と讐 へ ら れ るぼ ど の 雑 多 な 人 種 をか か へ 乍 ら、 比 較 的
'
短V・年 月 の 間 に よ く之 を纒 み て 一 つ の 逞 ま しい 力 に 溶 け こ ま しめ た 要 因 、即 ち
端 的 に 云 つ て 、 今 日の ア メ リヵ精 瀞 を築 き上 げ た 要 因 は 、何 等か 猫 自の 表 現 を
持 た ね ぱ 已 ま なか つ た で あ ら う。 の 國 の文 学 は 國 民 精 神 の 反 映 で あ る と見 られ
る限 り、 この 要 因 は 必 然 的 に文 学 的 表 現 を持 つ た に 違 び なVO。 この や うに 考 へ
て 追 求 せ られ た 要 因 がFron七ierSpiri七で あ りsそ の文 学的 表 現 と し て 把 握 せ
られ た もの が ア メ リヵ 猫 自の 文 学 の 誕 生 とい ふ 事 實 で あ る。 ・
ア メ リカ は 十 九 世 紀 末 葉 か ら、 現 世 紀 の 初 頭 に か け てNorris,Dreiser等一
ノ
蓮の自然主義 作家の擾頭を侯つて、猫自の丈学 を持つ様になつた とも去はれて
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ゐる。併し主 として就会悪のre晦s七cな暴露描爲をこととし、 而 も決定論的
な陰影に蔽はれた作品が・ア メリカ文学ρ猫立期 を飾 るといふ ことは・今 日の
世 界 政 局 に於けるアメリカの地位力≦ら見て・まことに奇異の悪を鞄か茸られ
る。彼等のpessimis七icな傾 向はア メ リカの本質 的 な もの の現 はれ.と見 られ る
で あ らうか。 これはFron伍er浩失感 と財界不況か ら來た當時の國民意識 の反.
.映であ り、一時的 な姿で はなVbか。 より重要 なそ して眞 に アメ リヵ文学b傳 統
を形 ち柞 る上 に役立つ根本的 な特徴 は、彼等 よ り以前 に、.即ちアメ 効 が一 國
の恵識に目畳めで濁 自の文化を持たんとの旺な鰹 を示してゐる敵 瑚 は'
ロし へ
れ始 めてゐ るので はなV・か σその時 代 こそFrontier$piri七が昇華 して文 学的
表現 を持った時 代で ある。本稿で は上述 の如 くFr6n七ietS-.Spiri七が如何に して
アメ 耳力猫 自の文学 を招來 した かの経緯 を建べ ・同時に この精神の影響 として
如 何 な る 特 徴 が現 は れ た か を 論 じた い と思 ふ 。
ア メ リヵ 文 学 を見 るの に 、v・つ まで も歴 史的 背 景 を頼 りに 論 ¢て ゐ るの は如
何 か との 評 も あ る で あ ら う。 た しか に 文 学 は 文 学 自 膣 の 問 題 と して 考 へ
aes七he七icな要 素 を第 一i義的 な もの と して 見 る の が 本 來 の 態 度 で あ ら う。 そ し
.て事 實 この 檬 な 観 鮎 か ら今 日 ア メ リヵ丈 学 も研 究 批 評 せ られ 始 め て ゐ る。 これ
・は 一 薦減 長 した 文 学 と認 め て ゐ る 事 を 示 す もの で あ る。 併 し乍 ら少 くと も十 九.
世 紀 末 葉 に至 る迄 の ア メ リヵ文 学 を 眺 め る場 舎 に 、 歴 史 的 背 景 や 砒 会 的 環 境 を
抜 き に して は 、 正 しV・理 解 に 達 す る こ とが 困 難 な の で は な か ら うか 。The
CαmbtidgeHisto・ryofAmericanLiteraturqの編 者 が"Towrite七he
in七ellec七ualhis七〇ryofAmericafrom七hemo(}ernaes七he七ics七andl)oin七
is七〇missI)reciselywha七.mak6si七significan七,amongmodernli七era二
七ures,namely,七ha七fer七wocen七uries七hemain・energyofArnericans
wen七in七〇explora七io耳,se七七lemen七,1aborforsubsi帥ence,religien,
ands七a七eqraftノ'と述 べ で ゐ るが 眞 に 器 くべ き言 葉 で あ る と信 す る。
!'1
(
ア メ リ カ文 学 史 を 設 く場 合 ・ 主 な る要 因 と して 通 例Purit・a'nism,・Frontier
FRON抽RSPIRITの 蝉 的表現:・(53)
Sp{ri七,Ro蝋n七icis田並 にRealismの 四 っ 参 数 へ あ げ られ て ゐ る`。こ の う ち
ゑ ロ ウ
F蝋i・・Spiヰ権 除い髄 の±-gは・何れ も基本的には離 昨 その瀧 孝濠
どることの睡 るものであ多が・ただF「ontie「Spi「i七のみはア刈 ヵの地理
、 に由來す る もので あつで ・これ こそ生輝 のアメ リ菊的要因で ある。 しか もそれ'
が 臥 洲 渡 來 の他の要因 を アメリ カ的 に色 濃 く染 めすにはおかなかつた所に、
Fron毛ierSpiri七の重要性が あるJ'「 、
Fron七i6rSpirit、を生んだ地 理 的 環 境 、それはFron七ierの存 在で あるが
な ヂ ロ へ
NTorm`elnFOerS七erカミi``Th(1]『rOn七ieriSAMerican--is、七he'key七〇.七he
、defini七io耳qf`Am今ricanism.,Inraceand七r,adi七ion'wearefundamen七ally
恥gP・ ・?n・bu七・囎 ・・9・・phyi・ 瞬 ・wn・and七hec・n・equen・e…f'　
ourgeographyc、xnsca翠celybeexaggera七ed.・ ・(FαctorsinAmericαn
五画 卿 恥 助)と 云つてゐるや鵬 この地理的環境の特難 瑠 意せす
に'はア メ リヵ を 理 解 す る こと は 困 難 で あ る6Frontier.の浩 長 が 歴 史家 の研 究
i封象 と して 問 題 に な つ た の は 、1893年にFl■ederickJ.Turnerが``TheSignif-
i6dtice・げ 、ん6刃 》。n、ier・i。Am。。i.,an'Hi,t。.γ・ と"論 丈 を 、qhi・a9・で
一催 さ、れ た ・AmericanHis七〇ricalAssocia七iσnの会 合 に於 て 獲 表 し た こ とに 始
ま る の で あ る が 、 繭 來Parrington;Blankenship等も こ れ た深V・關 心 を・示
し 、Calver七〇nも``1七was七hefron伍erforcewhiehcreaもed・anew
America.1七was七hefroh七ierwhichfreedAmericafrom七hecu1七ura1'
サ ぜ'
bbndag・1・f恥 ・・P・・"(・IEeL・iber・ti・n・fAmeri・a・・Li・era・'ure)と述 べ て'
ゐ る 。 ・'、'・"・.
こ こにFron七ierとい ふ の はPioheers-Whi七manや伽 七herが"OIPi鱒eers!・
と 呼 び か け て ゐ るそQPiongers・Q活 動 舞 墓 をi旨す の で あ つ て ボ 國 境 とカK
軍 事 的 な 境 界 線 の 意 味 で は なV・。.アΣ リカ大 陸 襲 展 の 歴 史 に 於 て 絶 えす 西 へ 移
動 しつ づ け た 所 謂 開 拓 者 西 漸 運 動 の 第 一 線 地 帯 で あ つ て 、 わ が 國 で は 「邊 境 」
とか 「開 拓 翻 等 と繹 され て ゐ る・・Bl&nk・n・hip軋ρ 議 に よれ ばFr・n七i・f・は
"am・vingli・n・ f・e七1・血・nt・w地 伽uninhabi七gqpubli・d・m・in
beforei七一and毛he鎚七温edcoun七rybehind,,(American、L``θナα施rの で あ るL
(54)一 人 丈 研 穽'第 叩 輯..
が 、HubbeUの 読 明 で はc{TheAmeriQan.fron七ieris(orwas)七henom、an・s
1・ndwhi磯 ・ep… 七・s'・ivili・・七i・nf・・misavag・・y"(R・ ゴ漉 ・pret・ti・n
ofAmericαnLiterαture)とあ り、 更 に 経 濟 史 家 正LU.Faulknerの読 く所
に從 へ ば 「Fron七ierは專 門 的 淀 云 へ ば 一 亭 方 哩 に つ き二 入 以 上 六 人 以 下 の 住
民 を有 す る地 方J(Econ・編OHistQrγoftheUnited飾α詫 の といふ こ と に な
つてゐる・ この檬碇 義 されると地理的概念 としては一me'f"撚と郊 で あら5
が 、いつ この民族 に も二三 の後光 の射 した言葉ぷ あるや うに、ア メ リカ人 にと
匿つ てFron七ierといふ語 は、上のや うな一片の定義づ けで納 め られ る言葉 では
な く、 もつ と廣い心理的 な含みが俘 い、謂 はばパ トス的 契機 を多分 に持 つた も
〆'
の で あ る 。
Fron七紐 の西漸蓮動は大西洋岸植民の初期か ら初まつたのであるが、 植民
。地時代には其速度は比較的遅々た るもので あつた 。假 りに1620年に植民が始 ま
し
つ た と見 て 、 西 漸 の リズ ム に 從 つ て 時 代分 け を して み る と、滑 岸 期(Tid㌫a七er
Period1620-1700)、丘 陵 期(Piedmon七1》eriod1700-50)、通 路 襲 見 期
ロへ
,(PassPeriod1750-80)b哲蜀立後 は加速度 を以 て進み、 十 九 世 紀 中 葉 には
Missi・sipPi,晒に渡つ て ゐる、之が 中西部期(Middl・W・stP・ri・d1780-
1850)・1848年に加 州に金 鑛熱が起つ てか らは西漸の コ∴スは一躍太亭洋 岸 まで
飛んで暫 くは鑛 山期 .MinePetiiod1850-一一70)を劃 した6鑛 山熱の下 ると共に
淺 された 中間地帯 た るRocky山麓地帯 を埋 めCOwbOyで知 られ るlongdrive
の時期 となるが、之が約 二+年 に亙 るr草ぱ 期(PrairiePeriod1870-90)で
あつ て、全部で六期 に分 け ることが 禺來 る。 工ndianTerri七〇ryとBて 残iさ1れ
て ゐた土地 の解放 に よる最後の 自由地獲得の熱狂的 な場面 は、1889年廻月二 十
二 日の出來事 としてEdnaFerberの筆 になるOklαhomαLαnaRunに鮮か
に描 かれ てゐる.。か くして1890年迄 にFron七ierが消滅 す ると共に移民 の西漸
蓮 動 は 終 つたので あるが、約270年の久 しV・間 アメ リカ入の 眼 前 に は常 に
Fron七iersme'nの活動 舞皇が開けて ゐたので ある。個 人の前途 に無限 の可能 性
を望み見 る大陸 は、限 られた土地 と因襲 に囚はれ て身動 き もな らなv・蕾 世界 の
き ら ロ ニ
人 々に とつ ては既 に一つのFrOn七ierをなすので あるが 、更に アメ リカの東 海
F賛ON71ERSPIRITの文學 的 表現 .(55')
、"
岸地 方に定着 した 入々か ら見て、西の塞 には常に希望の窓が開けてゐた。アメ
効 入にとつてはF聯i・ ・といふ語は時に象徴的に 晒 部」といふ語 と同義
語 として用ひられ、幸藏と富の約束を意味 した 。
併 し荒野開拓の業 は決 して容易なものではなかつた。フランスの勢力を打 ち
破 り、英本國の干渉を斥行、後には東部の保守的立法者 との抗孚を余儀 なくさ
れた開拓 者は、.あくまで猫立 自由を愛 し冒瞼進取の念 に盗れてゐた.自 然の猛
威 と戦ひ インデ ィアンや野獣の襲撃に抗 して、彼等は堅忍不抜の精神を樹ゑつ
けられた。Fron七ierの生活に必要なるものは實力殊に膣力であ る。 血統や昔
の地位財産は殆んど無意味であつた。経濟的向上の道 は猫立 自尊の擶 申に挨た
ねばならなかつた6併 しその精神 と罷力とのある限 づ極 く貧乏な者 と雌 も成功
の機会があつたのである。 ここに傳統に囚はれぬ自由と樂天的自信深さから來
る猫特の個人主義思想が生れた。そ泊 と共に同 じ條件の もとに同 じ困難に打 ち
克つて、人 々は自分 自身の償値を判断 させられL隣 入に樹する強い李等意識 と
協分意識が現 はれた。特色 あるアメリカ ・デモクラシーの精紳はこの亭等協力
意識 を母胎 として生れた ものである。更にFron七ierの素朴 な生活は軍純 明朗、
自嚢的な氣質を作 ると同時に、不安定な生活からは多分に投機的な傾向 と落付
か なさが生れた。緻密な理論的分析 を嫌ひ極 めて實際的で もある。何事に も先
例奮慣 を墨守せす、本能的に自信 を有 し、徹底的に樂天的である。Frontierva
養はれたこの精榊 をTurnerはFron七ierSpirit叉はPioneeringSpiri七と
名付けて、所謂 アメ リカ ・タイプはこρ精紳の産物であると唱へた③ 一
かか る環境を持つたアメリカが、封建的な奮大陸 とは異つた濁 自の文化 を生
み出すのは當然である。 しか し政治的には1776年に猫立 したこの國 も、文化的
に は猫 長く激洲への隷薦歌態にあつた。猫 自の國民文化 を建設せん との欲求は
十九世紀に入 ると共 に次第に彊まつたのであるが、その欲求が確固たる信念 を
ヤ 　
以て叫び出 され るにはEmersonの出現 を待 たねば な らなかつた。 この文化的
鰍洲依 存の鐵鎖 を断ち切れ との雄叫び は、彼の所論に繰 り返 し聞 くことが出來
る。Whi七manを除いてEmerson程強 くFron七ierの影 響 力を感 じて ゐた入
ぽない。博学 な るEmersonを～二の一面 か らのみ律 しようとは企 てないが、彼
へ(56) ..人`丈 研 究.第 四 輯 一
ミ
の 超絶哲 学の中心は、 このFron七ierの影 響が生 んだ個 入主義で ある と考へ ら
れ る。彼 の理 念で ア メ リカ思想 に影響 し今 日に至 る迄 アメリカ知識 人を惹 きつ
け績 けてゐる ものは、 このFron七ierより彼 が受 けた ものでφつ て、t'他か ら根
き る
源 を得た もので はなV・。彼 の樂 天主義、民主 々義 の辮護 、個 人・トの信頼 感、猫
立 自奪の強調 、敏会制度 よ りも個 人の内観 を重覗す るその宗教 観等皆Fron㌻ier'
く
め 存在に よつ て彼の 心に生 み出 された もので あ る。 ・
E坦erson・は西部の原始的 な生活に、 薪 隼活 や新民 族の逞 ま しv磯 生 を認 め
お ヘ レ
欧洲的軌範を腕 しその隷属を冤がれ しめるものは西部のカのみであるとして、.
モ
それが文学の世界に齎すべき影響 を確信 した。 「アリゲニ山脈迄は鰍羅巴の延
長であるが、それ を越 えセ初めて眞のアメの カが存在する」といふ彼の有名な
言葉は、東部は英國の模激で ある事を指摘 した もので ある。彼は家のや うに読ば
い て ゐ る 。 噸'・
き ぎ
Ourdayofdependenceプ ーourIongapPren七ic6ship七 〇 七helea・rn-
ingofo七hefl鋤ds,draws七 〇aclose.Themillions七hataroundus
ノ マ
arerushingin七 〇Iife6anno七alwaysbefedoi七he .sereremains-
offoreignharves七s.(TheAmericαnScholαr)
Wewillwalkonourownfee七lwewillworkwi七hourown
hand・・w・Will・p・ak・Ur'・wnゆd・ ・1(i6id.〉 、 ・
Theimi七a七ionissuicide.(Sel∫-Reliαnce) ＼ 、
へ ま
Whyneedwecopy七heDorid'or七he(}〇 七hicmQde1?Be,au七y,
-conveRience ,grandeuror七hough七al耳dquain七expression.areas
near七 〇usas七 〇a・ny.(ibi(1.)'・'
-Why'shouldwegrope
.among七hedrybQhesof七hepas七,orpu七 、
七heli.vingge丑era偵く)nin七bmasqueradeou七 〇fi七sfadedwardro『be?
… …{TherearenewIands ,#ewm6n,new七 りo昇gh七s.L砧usdemand
ouro辺nworksandlawsahdw・r曲ips.(Nαture)
この邊ま しい薪大陸の聲 を盛 る彼の文艦その ものは、蓄 來のイギ リズ型の典
雅 な ものではあるが、併 しアメリカ支学猫立の提唱者 としての彼め地位は重要
LFRONTIERSPIRITの丈 學 的 表 現 ・,(57)
　
観 されねばな らぬ 。尤 よ りEmerson以外 に も'西部の力を感 じてゐ)ZS人ぼ勘 く
　ヒ
、な く・彼のみ 時 代 意 識に隔絶 した 一人一さはない ので あるが、全 くma七eriaI
な事情 を、'・pi・it;uali・・ し た 所 に 彼 を して 時 代 ゐ 哲 入た らしめた所以があ 、
・ る 。 .』 ・ ・'t"
彼 以 郷 もC6・P…E騨h・ …e・Th・re・u或 は .Bi.:y・n七,L・ngf・U・w,
Lowe11等いつれ も新大陸の鼓動 に無關心ではなかつた。併 し猫 自の アメ リカ
丈学の型 を打建てん との衝動に騙 られつつ も、なぼよくそめ希望 を實現 し得な ヤ
かつた理由はHaw七hoゴneの次 の言葉が読明す るであらう。/
NoAmeric勘nI》ublisherwouldmeddlewi七hanAmericanwork;
sgld・ml塀 曲n・wnw・i七 ・r,4・dnev・rifbyath・w・ne-un1…
a七七h・w・i七・・'sri'・k・(iTh・Liber'ati…fAme・.L・it.)'
と のwri七er'Sriskを敢 て 冒 し た 新 人 は 、 ア メ リ カー 丈 学 猫 立 の 組 と し て 崇 め ら ・
れ て、よV・筈 で あ る 。 を の 新 人 こ そ 民 主 々 義 詩 人 と 自 ら銘 う っ 七 出 たWhi七man
であ る・Em・鞭 の翫 の提唱礁 じて'甲hi七蜘 は蜘 … ノ伽 ・・の中
で 高 ら か に 歌 ふ6 、 ,「 ノ
・Awaywi七holdromance!
. .・'
Aw・ywi七hn・vel・,'pl・七・馳・nd画 ・ ・ff・reign・bu・七s,
Awayw/r七h'1・v・v・rr・・sug・ni.dinrhym・・ 七h・in七rigU・・,atmours・f
idlersJ・ ・'
Fi㌻t・df…nly'b・nqu・ 七・ ・f七he1・igh憾wh…d・ne・ ・ 七・1・ 七・ .
・エn耳sicslide・.
Theunheal七hyI)leasuresextra、vaganポdissipa七ionsof七hefew
Withp・tfUm・・,h'ea七andwin・;beh・a七hkh・'d・。。1ing・h。nd。ユi。,.
∫."(S・ng・f・'h・E・p・si・i・n)
『
-Am・ajQ(ibringsbvi1ders・a-ndbtingSits・wns七y1・s・
Th・ 蝕 ・咽P・e七 ・ ・fA・i・and ・Eur・peh[・v6-d・n・ 七h・i・w・rk
、andpa鶏sld七 〇 〇七her.spheres・
準w・rk・emain・ ・声h・wρ ・k・f-su・passing・al1-theyhaVedone.
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・(ByBtueOntαrio{sShore)
け 　
-T'hOreauがEmersonの主張 をWaldenの 森 に行動 を以て實践 した如 く、
WhitmanはEmersonの主張 を作 品 に於て實践 したので ある 。Emersonは
ThePoetに於て 「ア メ リカは雑多 な生活現象 を文学の素材 として 豊 かに持 ち
合 せてゐる。然 るにそれ らに表現 を與へた文 人は未 だ一人 も現 はれてゐなレ・。
併 し乍 らやがて間 もな く現 はれ るで あ らう」 と云 ひ"Americaisapoemin
oureyes;i七samplegeographydazzles七heimagina七ionandi七wiIIno七
waitlongtorme七re♂と蓮 べ て ゐ る が 、その 期 待 は ・哩heSe銚a七esare甑e
amples七poem.'1(BγBlueOntario・sShorθ)と讃 へ るWhi七manに よつ て 見
事 に 成 就 され た の で あ る 。.}
Leαvθs・fGTαss全篇 に涯 う彼 の 信 念e
.要約 す れ ば 次 の 様 に な る 。 「個 々の
人 々、 李 凡 な る もの に も意 義 を認 め 、 それ らめ 自畳 に よ つ て 奮 傳 統 薔 制 度 を打
も破 り、凡ての束縛 を逃れ、ただ大愛 のきつ なに よつ て結 ばれて、!左に手 を取
り自由干等 の基礎の上 に融 和 した一國家を築 き上 げ よ う。文藝 の世界 に於 て も
鰍洲的奮文i藝よ 参眈却 し、亭凡 に して而 も現在的 なわが 國 日常茶飯 事の中 に美
を見 串 し、 アメ リカ猫 自の文化 を打建 てよ う」。事實沙翁 を含 めて英 國の 大詩
人の文学は殆ん ど宮廷 の女 学で あ り.少 くとも上暦 富民階級 の文学で あつた。
Whi七manは廣 く民 衆 を歌つた。貧富責嘆 の別 は彼 の 目に階級差 と しては爲 ら
なか った 。人種 國別職 業別等 も問 題で ない。凡てが友愛の野象 とな り、彼 は万
人 に封 して親 しく呼 びかけ、各個 人の魂の 自畳 とその親 しき鰯れ 合ぴに よる民
主的 な世界 を築か うtとして ゐる。EthersonがTheAmericαnSchalαrの中で
「崇 高に して美 しき ものの代 りに、手近かな もの 低き もの李凡な るものが探 ら
れて詩化 され る事 を喜 ぶ」 と云 つ一亡ゐるが、それに和 してWhi毛manは
Xn七helaborofenginesand七rades翫nd七helaboroffields・'
Ifind七hedeveIopmgnts,
Anafind七h・ 、・七・malm・aniAgs.(4S・rig'f・ ・0・ 岬 ・ti・ns)
Crowdsofmenandwomena七 艇redin七hellsu,■ ヱcos七umes,how
curioUsyOuare七 〇me!
ノ
FRONTIERg,PIRITiの丈 學 的 表 現 、(59)
On七heferry-boa七S七hehundredsandhundreds七ha七croSs,reも急rn-
ipgh・m…rem・recu・i・u・th㌍y・U・upP・ ・e・
(CrossingBrooklynFerry)
と 親 し げ に 誰 れ 彼 と な く呼 び か け て ゐ る 。 一
～
彿は開拓者の奮慣に囚はれぬ自由奔放 さをその詩形に移して・奮來の茱詩の＼
傳統 を無 硯 し、無韻無律破格の 自由詩 を歌 ひ萬 した。庶民 を歌ふのに衣冠束帯
は無用め もの と感 じたので あらう。そ こか ら内容 と共 に形式の 自由が生れ た。
LedvesofCrαss各版の四百余 の詩篇 の申に、先 人か らの引例讐喩は一つ もな、
'
い・1・面 七yp・を歌 ふρ1礁 來 の 撒1瀬 る要 な・しとして ・彼 自 御 ・k・
n・qu・ 七a七i・nsandn・ ・eferencetOany・ 七h・・wri七efs(浸 β ・伽 ・・d
Gl・n・e・7・rT・岬 膿 醐 ・)を標榜 して ゐう・ 翻 人に傳統礁 章味 な る如
く、彼 に は 詩 の 傳 統 が 無 意 味 に 思 は れ た 。植 民 亀 の 荒 さ を 彼 は 内 容 に も形 に も盛
つ た の で あ る 。BasildeS61kncour七 は"His(WhitMan,s)Ioudes七一and
mos七insis七en七demandwasforanar七whichshoutdbe. .na七ive七〇
Am・ ・i・1頭i・h・h・ula'have七h・IP・id・七h・fi・・ce・e・ 唄 七h・伽d・u「 噛
of七heonlyemancipa七ed -pegPleof七heworld・',(Mhiそman)と評 し て ゐ'
る 。
アメリカ文学解放の狼火は、か くの如 くしてWhi七manの手に よつて打ち上
げ られたので ある。岱 しこれに樹 する反鷹は如何で あつたか。當時のアメリヵ
は歓洲の文化的轟絆を腕する準備がなかつた,こ の贔初のアメリカ的作品た る一一
詩 集 「草の葉」 も・彼が愛する 「はらか らよ」と呼ぶその當の一般國果の目に
は・ただ醜 くはμ こる雑草 として しか爲 らなかつた。西部精神 を無遠慮に稽讃 一
した彼D作 品は、典雅な詩の傳統 を尊ぶ人々には、そのアメ'リカ的粗野の故を
以て輕蔑罵倒 され、各方面か ら極悪の評を うけた。中にも奴隷解放詩 を以て有
名なWhittierの如 きは、讃むに堪ヘナ と 「草の葉」を火に投 じたと云はれて
ゐ る・文M欄 も出版籍 も一般聯 もこぞつて彼の作品に殿 しk・彼の死
後 串版された傳 記に よつて 明かに された ζ とで あるが、Leαves・fCrαssへめ
世間の反封 を豫期 して彼 は三通 の長v・解説的讃躍 を自 ら用意 し、有力新 聞に馨
PI'
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り琿 名で書評 を毘 して貰 つた。その書 き出 しは``Self-relian七,wi七h皐augh七y
、母yes,as爵uming七〇himselfaU七hea七 七rLu七eSofhiscoun七ry,s七epsW砒アノ
Whi七manih七〇1i七erature,七alkinglikeamanunawared七ha七therewas'
eve・hithe・七・'・廿・hapr・duc七i6n… 晒 ・・k・ …u・h…b画g ,・…
wri七er・∴…OfpureAmeri6anbreed,Iarge'負ndlust`y,'.age許hirty-six
years,lneveronceusingmeaeci丑eL… … と 自 ら書 い て ゐ る 。 彼 は 實 際 、
この 通 り の 人 物 で あ つ た に 違 ぴな い が 、 叉 こ の 様 に 見 ら れ る 事 を 望 ん で ゐ た こ
と も判 る の で あ る 。'…
當 時 そ の 余 りに も ア メ リ カ 的 な るが 爲 に ㍉ 自 國 に 於 て 認 め ら れ な か つ た 作 品
ノ
も、 豫 期 ・しなv奮 大 陸 の 作 家 の 中 に相 當 ゐ 理 解 者 を・得 た 。W.M.Rosset七iの如
き は イ ギ リ スでLeaves・fCrassを出 版 す る槻 ζ事 を運 ん だ 。 そ の 選 集 の 序'
文 でR・sr・ 七七iは 次 の 様 畷 へ て わ る… .t、ttl』 一・
``且is〈Whi七man・s)workispra醐GaUy -cer七ain七〇s七andasarche七ypal
fOrmanyfu七urepOe七iGeff(lr七s--SOgrea七ishisPpweraSanOrigina七 〇r/
sofervid-his-ini七iativelI七・f6rmsinqomparably七helarges七perform:
anceofourperiQdinPge七ry・"叉批 評 家 の ,Edw'ardDowden,Rober七
Buchanan,JonSymonds等も そ の禮 讃 者 で あつ た 。Swinburneも後 に は態
度 が 鍵 つ た.が、最 初 ぼ熱 心 な 稽 養 者 で あ つ た 。蓋 し封 建 的 な 鰍 洲 に は 、 この 室
虚 な 散 文 と も見 られ る もの も、 清 凍 解 毒 剤 的 効 果 が あ つ'たの で あ ら う。 た だ 自
コ ヒ 　 ヒ ロ ズ
國 に 於 て も 流 石EmersonはWhitManの 天 才 を 認 め セL6αges・f・Grd'ss第
一 版 を手 に す る や 杏 や`tfindi七themos七extraordinarypieceofwli七
landwisdo】虹 七ha七Ameriea,hasye七coh七ribuもed.…… 工gree七yo・ua七the.
beginnin9'of.agrea七career."と讃 辮 を 呈 して ゐ る 。 同 時 に 遠 くCaflyleへ
一 冊 を 贈 つ て"An・nd・sciip七m・n・ 七璽whi・hy・t ・h,….七・r・ibieey・sand
buffalos七rengもh・… ・andisindisput・ablyAmerican.',(TheLiberαtio'no!
Amer・Llt・)と推賞 して嫡 詫 の悪評⑲ つたWhi七m鋤 ミニ+世 緯 なつ ・
て嗣 られ出した鱒 調 民搬 の道鱒 の攣イヒの故 もあらうが漠 σ原邸
國民意識の攣化の爲である。∫アメリカは南北職孚迄は統二的全膣 と見微 されな 『
ズ
FRONTIE昂9セIBITの丈學的表現`.'(61)
兎かつた
。而 賂全 國民が二國民の精神 に融合 して國民的傅統 に關 心 を持 つ様 にな ・
つたのは、米 酉職争(1898)以後 の ごとであ る。國 民的傳統への關ノC・がWhi七man
の詩 に 「アメ リカ的 な るもの 」の偉大 さを認 め出し、今 日迄 アメリカのclassiG
と しては最 も人氣 の ある出版 を繰返 して ゐるので あ る。
Whi七加諭 をアメ リカ詩 の最 初6作 家 とすれば、 散文 に於け るかかる地位 に
MarkTw証n'に與 へ られ な げ れ ば な らぬ 。Mark{1]waihは父 の一家が
一TemlesseeのJa阻es七〇wnか らMississipPiを横 ぎ り]y〔isSo皿i州のFlorida
に移佳 して五 ヶ月後 に生れ てゐる。既 に胎 見と して幾 山河、を越 乏西漸蓮動 に参
加ゐ た彼が、Fro助ierSpi搬の樺化で あ ることは容易 に頷かれ るで あ らう。
一彼 の傑作HuckleberryFinnゐ主 人蟄の煙格 は、正 に 里wainその もの を表 は .
してゐ る6自 由の天地 を求 めて千百哩 のMississippi一を筏で 下 る少年Euckは
西部 の猫立精紳 の化身で ある・規 則制度 を蔑 覗 し、奮慣 に囚 妹れす・万事手近
　
、な實際的 な方法で・臨機磨漫 に行動する冒瞼好きで樂天的の少年Huck耳nn
をWaldoPrankは 仙eAmehcanepicheroと 呼 びMarkTwainの 魂 は
　 ヒぬ
偉 大 で あ る と 評 し て ゐ る 。Twainの 傳 統 無 覗 蕾 慣 打 破 の 精 神 を 、 そ ¢～塵 女 出 版
Thernn。centsAbr・αaに 窺 ふ に 、 彼 は 同 書 の 序 文 に 於 て
丁敢isbookisarecordofaPlei・sure七ril)……Ye七no七wi・ths七andi・ng
iもis、onlyarecordofa'picnic,it・"hasapurpose,whichis,tiosu99es七
ノ
七・ 七herea融h6whew・uldbelikelyt,・'seeEur・peand七heEast t
i'fheloo政eda七 七heMwi七hhisowneyesins七eadbf七heeyesef
七hosewho七raveヱedin七hoSecoun七riesbeforehi]ロa.'
11-・f'f・ ・n・ ・,P・1・gi・s'f・r"・、nyd・p・r七u…'f・ ・m七h・u・U・1stiy1…'f翰
'七 聯
ve1-wri七i皿9七ha・七 皿aybecha・rgedagains七 一me-forI七hinkIhave
ド へ
SeenWi七hi]mpar七ialeyeS,and'工amSUre、IhaVeWri七 七enal七leaS七
hones七1y∫whe七h碑wiselyorno七.. .'一
ぽへ
と蓮 べ 、 更 に 本 文 で は 馳 一
/W
evisi七ed七heZouvreandlookeda七i七smilesofpain七ingsby
七heo工dmas七ers.Someof七hemwerebeau七ifu1,bu七a七 七hesame七ime
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七heyearried、suchevidencesabou七hemof七hecringingspiri七 〇f
七h・・e名・e・七m・nth・ 七w6`f'itihdsmall-pleasureinexamining七h・m・
Th・i・n・u・e・u・鋤d戯i・n・fprih・elypa七 ・・nswa・ 皿・鉛pr・mtn・n七
七〇meandch島inedmya七 七en七ionmorepurely七han七hech・%rmsof"
・・1・r'・ndexpreS・i・nwhi・hareclaim・dも ・bρin七h・pi・ 七ures・
、
と云 つてゐ る。か く彼 は鰍洲の藝術 を嘲弄 し亘匠 を薄 肉 り・、偶像崇拝的丈化 を,
彌次つた。併 しこれは薪 しい アメ リヵ を讃 へ る爲の軍なる野攣 な偏 見 によるの
では な くてFron七i欲が 生んだ アメ リカ的 デモ ぞラ シe--1.に基 くので ある。
Menkenの云ふ如 く十九世紀 に於ける』Twainの人氣 は主 として舞藁.Lの燕
モ リス トと してで あつて 、最 初の間 はWhi七manの場 合 と伺様 その アメ リカ 的
作 晶は輕蔑 された 。`HuckFinnはConco圃のPublicLibraryを始 め二三の厨
モ
書舘か ら、も締め串 しを食つてゐ る。その理由はWhitmanの作に於 ける如 く狸
褻な箇所があるといふわけではないb妻 の校閲が嚴重であつだ2禰 加の作 には
sensua1なり と非難 を受けける面は全 くないゐであるが、彼の作 の評者間に不
評であつたのは、そゐ英文学傳統の洗練優雅威嚴を棄てて、内容 も用語 も野生
ヒ も
的な幼稚な迄に奔放自然なアメリカ人の精神を表はしてゐる爲で ある。彼の眞
慣が認 められたのは同じく二+世 紀に入つてか らであ る。若 し(時代の樂天家で
あり人生謳歌者であつた彼が、Fron七ierの沿失後 即ち産業主i義に全國民が堅
号
倒せ られてか らは一 他に家庭的な事情 を始め種々の原因 も考へ られ るが
悲観論者に憂 りζ爲にCalv¢七〇丑 に 「二人の 田曽頗nが ある」 と評せ られで・
ゐ るが冷 我kva興 味 のあるρ は・・.eの若い ㍗ 融 即解 傾 πo剛5
Abroad,Th'eCil4edAge,HucklberryFinnなど を 著 は した[1!wainであ つ て 、
Mh'atTsManやMysteiiousStrangerの著 者 、 老 い た る 理wai丑 で は 准 い 。
聾..'
以 上FrOn七ierSpiri七の 影 響 に よ り、 或 はEmersonの 猫 立 提 唱 と な り一、
ノ
或 はWhi七man,Mark.Twainの實 践 と なつて現 はれた次第 を述 べたので あ
る。,言 に レて云へば 、ア メリカ文 学の猫立は 写ron七ierSPiri七の文 学的表現
、 「FR冒}肥IERSPIRITの 文 學 的 表 現 「・・(63)・ 、
であ ると箇 する事が翫來 るので ある。Siegfriedが``Gガθ5彦2ceguet・Am2rigue?・・
κ於て云 ふてゐ る様 に、一度生 じた る入間の心理 は、それ を生んだ條件が失 は
れて も永 く潰 え去 らぬ もので ある。 地 理 と してのFron七ier・は 失 はれて も、
Fron七ierSpiri七は容易 に浩 えよ うとは思 はれぬ 。交学 は國民生 活 を反映す る
噛もので あるか ら
、この精神が アメ リヵ女学の傳統構成 に永 く作用す るで あ らう
ノ
事 は、想豫に難 くなv・。從 っそ猫立 初期 を代表す るこれ ら三 互匠の作 に表 はれ
た特徴 を理 解す る事が、彼等 を源泉 とす る眞 にアメ リカ的 な文学の流 れ を味ふ
上 に、大な る手助 となる もの と考へ られ る。
右 の三者 に共 通の特 徴 として 、最 も 強 く感ぜ られ る もの は、次の三貼で あ
る。第一 は樂天的で あること。第 二は亭凡卑小な るものの意義 を認 めよと叫ぶ
黙 。第三 は 自嚢性 を彊調 する こと。
先づ第 一の樂天的であ るといふ事 につ いて述べ まう。.
EmersonはAratureの中で"Whocanse七bounds七〇七hepossibili七iesof
mall?"と述 べ て 、・個 人 の 能 力 に 無 限 の 可 能 性 を信 じて ゐ る6``㍗us七thyself"
}一
ノ し
(SeZf・ReZiance)との彼 の教 へは、 ただ その汝 を宇宙の大簸 と相通ふ心露の所.、
有 奢 と し、宇宙の大籔 の如 く個 人のsoulもmoralな もの と無條件に信 じて
ゐ る場 合にのみ云 ひ得 る言葉 で あるか ら、 ここに彼 の樂 天性が底深 く根 ざ して
ゐ る ことが解 る。ユ872年、彼 と・Carlyleの三度 目の会 見の後Carlyleが彼の
E嫁 を述 べて 哩 隅veTyhappy七〇see恥 ρ「sonag醜bu七lc翫1エno七
deny七ha七 七hereis,■s七rikingdiffer臼nce.betweenusnow.Helooks
qui七esa七isfiedw琵hヱife.1七isagrea七wonder七 〇seesuchamerry,
self-eohfidentpersonas'hein七heprese・ntworld."と 云 つ た と 傳 へ ら れ
てゐ る・Emersonの樂 天的 なる ことに關 して は既 に定読の ある所で あ るか ら
多言 を要 しないで あらう。
次 にWhi七manの樂 天槻 は如 何で あらうか。36歳で初 版刊 行以來彼 自身 と共
に成 長 したLeαves-・fGrαssは彼 の 全 ん 格 を代表 す る もので あるが 、彼が
`Pg伽 ・ ・f
.M・rning'・(AB・c'kw・raCI・n…p・ ・t・・vel・aR・αの で あ れ と 希
つてゐる通 り、昇 る朝只の輝きに満 ちた明るい詩のみである,彼 の詩想の展開
ゴ
(64)'st人 丈 研 究 第 匹 輯■
は74歳の高齢 で硬す る迄素直にのびて何 等の破綻 を示 さす 、從つて その詩作 に
も特 に時 期 を劃 すべ き攣化 を見 出 し得 ない。終始一貫 「のびゆ く個 入」が 「友
愛 」に結ば れて 「完金 國家 」た る 「デモクラシー」を完 成せ ん との理想 を歌 ぴ
つづ けてゐ る。``喜びの歌"を 歌 ぴ、新 しき詩 の"船萬"を自 ら讃へ 、そ してやが
て來 るべ き"後 の世の詩 人蓮'は われ を理解 し得ん との希望 を失はすS七rong
andρo姉e11七1七rave1七heopenroad・(Song'oftheOpen・Roα・d)と彼 は人
ノ
生随順・現箪肯定の態度を以て進んでゐる。彼の詩には南北戦宰の輩滲事に關
する ものを除いては、病氣 とか老衰 とか事業の失敗 とかいふ 日常の不幸を歎 き
../・ 『
歌ふ ものはない。彼 の 詩 の 分 類 は 困 難 な問題で あるが 、DaviUMckay版圃
は
(1900年集en)'Leaves・fCr・∬ の398篇rcついて試みた所・その主要な る項 目
を拾 つて見 ると、友愛を主題 とす る もの58、新詩の護足を辮す るもの30、西部
意識の蜘 もの2脾 小なるものの臓 を調 よと叫珊 の瓢 舳 ・鴨 .
民主々義等の語を表は して之等 を讃へた るもの23、漿魂に關するもの21、死に
關するもの19、生 と死 とを甥照 して歌へるもの8等 があげSれ る。か くの如 く
死に關す る詩 も多いのであるが漿肉』艦、万物不滅を信 じてゐる彼には死の歎
き は な く.'
Isaydis七inc七ISr.Tcomprehendnobe七七ersphere.七han七hisear七h,
、IcoMI)re王}endno1)e七七erlife七ha■}もhelifeofmybody・
Idonotknowwha七follows七hedea七hof皿ybody,
Bu七1knowwelI七h紬wh帥everi七is,i七isbes七forme,
ヘ
ラ
、And;kn6wwel1七h・t.wha七everi・reallyMeSh・llヱive-jus七 ・・
』
卑uchasbefore.(OntheBeαchαtハr`8ゐ 君Alone),
と 歌 ひ ボ 更 に ・
Myrendezvousisal)poin七ed-i七iscer七ain;
TheLordwillbe七here/andwa,琵 七iU工colpe,onI)erfee七erms;
、(田畑.greaもCamerado,七helover七fueforwhomIpihb,willbe
七here.)σMaltMhitm・n・ ・3・ng・/2吻 ・θげ)幽
と も歌 つ て ゐ る 。 死 を 恰 も愛 ム とセ)男面 め 如 く讐 へ られ 得 る 彼 に は 、 そ の 他 の
FR)NTIEBSPIRITの丈學的表現 .(6与)
人生の悲滲事は格別 味歎の種 にはな らなか つた と見 え、歎 きの聲 は聞かれぬの
で あ る。尤 よ り彼 が不幸 に無關 心で あっ たのではな く、 その不幸 の解繹 が朋 る
じ ら
か つ た の で あ る 。Song'o∫Morselfの中 に
工a血 七hepoe七 〇f七heBgdy;
・Andエ ・m七 孕・P・et'6f七h・S・ul・・ ノ
田h・ ・P1←・・鵬 ・fheavena「ewi七恥 ・・and七hep・i現ofh・11ar・
㌔i七h皿e;
聖lhefits七工gra・f七and1ncreaseuponmyself-一 七hela七 七er工 七ransla七e
in七〇a,new .七〇ngque.
といふ句が ある。病弱の爲に他の文 人仲商か ら救 憧金 の恵み を受けた時 もあ る
彼で あ ることを思へば、その徹底 した樂天詩人で あ ることが黙け ると思ふ。
.Matk田w頃n・の樂天観 につ いては、既 に述 べた通 り若 き樂 天家 の[i]wainと
老v・光 る悲観論者 の 田wainと全 く瑚 人の槻 が あ る二 入の ・丁幅inが 考岱 られ
ること、そ して今問題 にな るのは こ4)老いた るTwain、成功 したTwain、若
霜 の信條 鉄 ひ救 ひ難嚇 世 観 藤 露 して ゐる彼 では な く、,卸 臨in酒
部 の子 、Fron七ierの権化 たる彼 であ ることを述 べれば 足 りると思ふ。Pilo七
を愛 し鑛 夫 を愛 し一般大衆の 日常事 を愛 し、人生 の謳歌者 た りし彼 、子供 らし
V・誇 りを以 てなつか しんだ國土ぺ の錦 佼者 であつ た彼 、 この若い皿ark[rWain
が樂天家で あつた ことには異論 がないで あ らう、
マ わ
塗に第二の特徴たる準凡嘲 ・なるものの意義 を認めよと叫ぶ黙織 き考へ度
bo
Em.ersonはTheArnerican"SScholαrの 中 に 於 て 『'
工askno七for七hegrea七,七heremo七e,the`ヱomantic・ ・・…1embrace
七h・ ρ・mm・ 岬
,expl・re:and・i七・七 七h・'fee七・f七h・f・ 阻i脚 七h・
ヘ ノ
10W.一'。
と武つてゐる。彼は学問に於 ても宗敏に於て も因襲 に囚はれ ることに反封 して
の な
個 八 の 露 の 灌 威 を 説 き
1工heforegoinggen♀raちionl)eheld(}odandna七ureface七〇face;
(66),tL入 丈 研 究 『 第 四 輯
we七hrough七heireyes.Whysho廿1dnoガwealsoenjbyanoriginal
re1醐on七 〇 七heunivelse?Why曲ouldno七'weh&▽e,2'p6e七ryand
philosophyofiRsigh七,andno七〇f七rad羊七ion,andareligi6nbyreve-
1犠七ion七〇 μs・andno七thle.his七〇「yofthei「S?(N・t…)ttttt.'、 、
-N・ 七hingi・島U暗 ・・cf・dbu七七h・in七・g晦 ・f・yQ璽 ・wnmind・
・
.一 一tt(Self-R・z'iαnce)
と各 個 人 の 鰻 性 の 目'畳めを要求 してゐるが、ここに求めら起てゐる福 入は
甑
・・騨 ・nm・nな め で あ る ・ 叉
.
M,wni・・u・p・iS・d七・.find七h・七 七hi虹9・聯r鵬n・ 七'lessbeau七ifuI
and・wondrous七h&・h七hingsremo七e.Thenearexpla,i量 塞s.七与ef㌍.The
df・P、isasma11・ee韻.(Th・A・n・ ・蜘8ψ ・Z・・ジ
ーTnevery…1・ ・n'd・calS$・)・七h・P・in七'6f .・・七・nishpaen七is-th・.meeting・f
七heskyand七heear七h,an(1もhε 』七.isseen牽rom.毛hefirs七hilloek'as
　
・W・μa繕'f・Q卿 ・ 七・P・f ,七h・All・gh・ni…(N・ ・urの一 t・
と云つて手近かな ものを疎んす」る勿れと戒めてゐる.・彼f)襖話詩 「山 と栗皐の
口論 」で は、"お山は如何 に圖艦が大 き くと も栗 の實 一つ割 れまい"と 栗鼠に 氣
焔 をあげ させて、'60塒皿onman'と難 も夫 々才能の違 ひ を上手 に展 ぱ して ゆく
〆
な らば ・VOつれ も償 値 あ る生 活 の 出 來 る ζ と を読 い て ゐ る 。
Whitmanは 民 主k.義詩 八 と 自 ら銘 うつ て ゐ るの で 、 挙 凡 な も の を 重 覗 した
の は 當 然 ⑲ るが 一・
T'raise翫voiGe・・・…
Toexa、1七hepreg.en.七a、lid-七hereft1,,
型oゴ七eaeh七heaverage'血.an七h6glo■yofhisdailywalkand七r秘 盈e.
もに へ
(S・ng・ftheExp・siti・n'i
と 歌 つ て ゐ る 。Emersonに 於 げ る60m融oinmanがW葺i甑 繕nで はaverage
'
manに 代 つ て ゐ る丈 で あ る 。 彼 の こ の 考 へ を 表 は す 句 をLeαvesQf,Crαssの .
中 か ら拾 つ て 見 よ う。'
1-dohotd6u『b七'but七he1迩ajes七y.altdbβau七yof七heworldare
FRONTIERSPIRITの 丈 學 的表 現 一(67)
Ia七en七ina、πyio七a、of七heworld;『(Assurαnees)
Jb・li・Vealeaf・f..9rassi・加 工…than七h・ 」・ura・y-w・k・f
七hes七ars.,・, .・〈〃7altMhithan)
IswearI七hink亘ow-.b'ha七every七hingwi七hou七excep七ionhasan
e七ernaヱSoul1='(ToThinkofTirne)
Brave,葉)翠avewere七hesoldiers(highna血ed七 〇-day)wholived
まぢさ
t
一 七hrough七hefigh七;' ・ .、
'B
u七 七h6bra、ves七pmess～d七〇 七hefron七a,adfell,unnamed,unk.nown.
の 『(TんθBrαvest3・ldiers)、.
一 か うい ふ 考
へ はCarolo∫Qccupαtionse.・UnnαmθdLαnds)にも 明 か に 表
は れ て ゐ る 。 彼 の 多 数 の 詩 篇 の 申 に 引 例 の 意 味 で は 、 古 今 の 聖 賢 、 大 詩 人 の 誰
一 人 も 利 用 さ れ て ゐ な い こ と は 前 に 蓮 べ た の で あ る が 、 これ は 彼 め 所 謂 普 通 の
ヘ
ヨ へ
もの を 尊 ぶ 考 へ の 現 はれ で あ る。HomerやS五akespeareや.TeR町s面¢)名を
ノ
書 ぎ連 ね た 簡 所 は あ るが 、 併 し そ れ は彼 等 を六 詩 入 と して 名 を畢 げ て 見 た だ け
.であ つ て ～ 決 して 過 去 の 椹 威 に背 景 と して 頼 つ た の で は な くギ す ぐ彼 は 語 をり
げ け て',
田hese,七hese,Qse恥a・11'七hesel,dglad.lybar七er,
Wρuld'y・u怯・und噸i・ ・n..・f…ewav・,it・t・i・k七・m・"transter,
Onl)rea、七heone『brea七{hofyoursupon血yverse,一
ロ ノ の
And塒v・i七 ・ ・d・r七h・e・ .(Fa・ ・ie・研 ・v・'i・ab
と歌 つ で ゐ る の で あ る 。1即ち 彼 な講 の 傳 統 に頼 ち よ り も、 海 の 自然 ρ り搾 ム に
乗 る事 を 喜 び 「之 の 世 の 海 の 船 乗 りと して 世 の す べ て ㊧ 港 々 に 立 ち寄 ら う 」 ・
(P・emofl・ys)・「か つ て ど の 船 人 も 敢 て『行 か な か つ た 所 へ 航 海 し よ う 」
ヨ
(P御9・`・1・d'-a)、と彼はそ噺 し嚇 の郷 鵬 ふ くらませ てゐる・時畔
・IJスFや ソ ク ラ テ ス の 名 が 學 げ られ る と して も
、そ れ は 彼 等 の,me七aphysicsの
基 礎 は 入 ダ の 僚 友 愛 に あ る と し て 、彼 の 所 謂A七hle七iGloveofMen即 ち 大
愛 の 強 調 の 爲 に言 及 した だ けで あ る(TheBαseOfAll.Met'aphysics)。John
Balleyはそ の 著MαltJJrh'itmαn、に 次 の如 く述 べ て ゐ る 。
(68)'一 人 文 研 究 第 西 輯' 、
WhenWhitmanbilotigh七 七heaverage'mahin七 〇pσe七ryhewasノ、
on.ly、a母va際cingin.apa㌻hfirst(31earedandlbv至)Ueζ1牽)y
W・rd・w・rth・・…H・b・li・v・din・ .ρ・din・ylif・ ・na七h・ave・ ・9・
man,andloved七hemas .nopoe七ha、deverloved七hembefore.
皿arkTwainの 李 凡 卑 小 な る も の へ の 見 方 は ど うで あ ら うか 。丁肋1nn .・;celnts
A6r・adに傳 統 無 硯 の 精 紳 が 横 溢 し て ゐ る こ と は 前 述 の 通 りで あ る が 、 彼 の 自
ぞ ノ リ
傳的要素 の多V・∬・醐 ・6・rryF`漉の 中で(r・mSawy・ がb・ ・kエ・4・ning
を振 り廻 して先例奮慣 を奪重 しよ うとす るのに封 し、Ruck、Finnは廿1來る丈
簡輩 な手近かめ方法で万事 を片付けて行か うとす る態度 に、彼 の李 凡牲重 覗の
考 ヘカ療 せられる。元來 皿ark田wainの身邊に は相當の貴族性が あつた 。彼
の 母 はKentucky出身 で あ るが 、 も と は英 國 貴 族EarlofDurham,Lamb七〇n
ノ
の 流 れ で あ る 。母 は こ の こ と を常 に 意 識 して は ゐ た が 、 た だ ア 茅 リカ 的i環境 に
合 せ て決 して 入 前 で は そ の 意 識 を 現 は さ な か つ た 。母 の 從 兄 弟 のJames
LamP,tonはTheCilded4geの主 要 人 物ColonelSellersとして 、盛 こ貴
族 の 御 曹 司 ら しv・入 の 統 さ を獲 揮 して ゐ る 。urWainの父 方 の 組 先Clemensの
一 族 に はJaヱnesI時代Sp ,ain大使 と な つ た 人 も あ り、 叉CharIes'王を 死 刑
に庭する場合ρ 法 官 の一 員で あつだ人 もうると律の 自叙 傳 に述べてゐる。
型幅inは これ らの身漫 にある室虚な貴族性の 名 淺 りと、現實のア メ・リカ自然
の粗放さとの間に起る矛盾に先づHumorを感 じ、それが彼のHuMor,丈学を
築 き上げる土皇の一になつた と考ぺ られる。自己が アメリカ的環境の故に貴族
性を全然持ち合はさぬ所か ら、未だ封建性に囚はれセゐる人々や制度を嘲築す
・る心持が現はれたので ある。彼 は世襲制度の故に900年間土城 を持ちつづけて
ゐた母方の伯爵Q身 分など、何等尊敬の償値 なしとしてゐるので ある。併 し母
、`
その入に蜀する彼の敬愛の念は極 めて深 く、彼が 自叡 簿中ζの母の話 し振 りに
ついて叙べた箇所がφる、
・Sh・neve・u・ltla・ge'1wgyct・but・hψad・蜘 ・・lgif七f・・
、makingsmallonesdpeffee七iveworkt『/
と母 の 天 分 を讃 へ て ゐ る がTwainが 以 て 範 と した 所 で あ ら う。
FRONTI嘘S・IRITの蝉 的表現(69')
吹 に第三 の特 徴た る自護性 を強調 す ることにつ いて述 べ ま う。
『E
mersonは"偉大なる藝術 作晶は他 人の 意見に煩 はされす吾 々の自襲的 な印、
ノ ウ
象Ol皿spon七aneousim蛮essionを忠 實 に 固 守 す る 所 か ら 生 れ る'～(5θZみ
t
Reliancのと云 ひ、個 人の 自由な意志 を韓んで"奮V・ 慣 習や傳統や権威 に頼 ら
す己 れの心の 公正なる判噺か ら自襲的 に生れ出 る創造的な言動 を尊べ"(The・
Ameri'cαnScholαr)とthibてゐる。Emersondoc七〇rineの根幹た る自已信頼
の理念 について考 へて見 るに、 この信 條 の 基 礎 は 天 賦 の才能へ の依存 にあ
るので あるが 、その 天 賦 の 才 能 の 働 き は 庫 嚢 的 な もので あると して彼 は
spon七・aneous'に表 はれるprimi七ivewisdpm即ち直感 の叡智が 、其 後の訓練
に よる教へ込 みに よつ て醍 ひ されない ことを希つてゐる。・彼 は凡そoriginalな
ノ
ac七ionのもg魅 力 は 、 結 局 そ のspon七an臼i七yにあ り と論 じて ゐ る 。 常 に 自嚢
的であれ挿 ふ事は・時と所と雌 じて或は首犀一蹴 欠き矛盾を生する虞れ
が多 分に ある。事實彼 の エ ッセイの多 くは散歩 の折 々に書 きとめたThOught
bookから綴 り合せた と鼓ふてゐ る通 り、 その論 の中に は矛盾が 多v・と批評 さ
れてゐるが 、之に樹 して彼 は矛盾何 ぞ恐 れんや 、か くの如 きはただ槍 微鏡的批
'評のみ。一個 の意志 より出てゐる限 り、思想の 高所 よ り見る場 合、その言語 は
何れ も結局調 和 を保 つてゐる と辮駁 してゐ る。.
自獲 性がWhi七inanに如何に強調 されてゐるか は、その破格 の自由詩 形が雄
辮 に読 明 してゐ る。彼 に とつて はア メリヵとV・ふ新 しい酒 を盛 るには、英詩 の傳
統 的 なrhymeやme七reや's七anzaは余 りに も古 い革袋で あつ た。 彼 も御 め
は韻律格調 を守つ た定 型詩 に依つ てゐたので あるが、西部 を族行 し植民地 の荒
さを艦験 した後 は、眞 た アメ リヵ的な文学 を建設せん との意欲 に燃 之てLeaves
碑 、
ofG・rαssに噺 然 薪機 軸 を 出 した の で あ る、S61io.courtは彼 の 破 格 の 詩 型 を 癬
オ
護 しぞ"彼 購 械的 なm・ 七reの形式 を と らva.fi-..kは感情 を こめて ものを云
ふ蒔 、或 る言葉 は重 々し く澁 り、或 る言葉 は輕 く敏語かたあて云 つてのけ る。
ぽ
韻を踏んだ詩の各行はただ型丈の一致であるが 「草の葉」の各行は内容の重さ
に 一 致 が あ る"と 云 ひ 、 その 粗 雑 な 用 語 に つ い て も"洗 練 ざ れ た 肘 語 で は
spon七餓eou亀 なfeelingsを表 現 出 來 な い(U7hitmαn)と評 して ゐ る 。Long
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ミ
1slandの海近 く育 ち、海の 噌on七韻eousな リズムを 愛 した彼 は、 これ を詩
形 にと り入 れた といふ事は前 に一言 したのであ るが、如 河に海 を好 んだか はそ
の 「海 」 といふ語 を用いた頻度か ら.も察 せ られ よう。Leaveso∫σrα55中に海
、
七heSeaなる語 を明 らか に禺 して ゐ る詩は80需。船ShiP或 は航海Sairの 語
ノ
に 代 へ て ゐ る もの15篇 。 合 せ て95め詩 篇 、即 ちLeαves・fGrαss四百 余 の 全 詩
ラ
の 約 四 分 の 一 に 及 ん で ゐ るの で あ る。 自襲 性 に つ き も の と も云 ふ べ き 矛 盾 に つ
い て も彼 は昂 然 と して 歌 つ て ゐ る 。
DoIcoh七radic七myS・'1f?
Verywg11,もhen,Icon七radic七myseif;
(Ianゴ ⊥arge-Icon㌻ain・inul七i七udes:1)
ICαnce迎 七r、■七etOWara七hemtha七arenigh--IWai七 〇n七heへ の
door-S1al).・(Malta7hitmαnorSongqプMorself)
MarkTwainのspon七anei七yは如何 であ らうか。彼が七歳か ら十二歳迄の
毎 夏 を逡つたFユorida近くの叔 父の農場 は、 彼 を自然 見 と して豊か にのび の
び とし)そ性格 に造 り上 げ るのに恰 好の場所で あつ た 。從 兄弟や ネグ ロ達 を相手
にいたづ らの仕 放題 と も云ふべ き生活を した。思 ひつ きで 行動 す ることの好 き
一な 彼 は 、 自 叙 傳 第 二 巻 こ も"Comp,lexi七iesannoyme;thenirrita七eme.・z
し
と云つてゐる。最 もよく彼のspO批鋤eo撃 な傾向を表は してゐる作品は、彼
の自叙傳その ものである。普通 の自叙傳 とは全 くその行方淫異にして、思ひつ
いfe.所ρ何か一つのeventを中心に・ 暫 くそ の周邊の裏柄を描 く書き方であ
るので時間や場所の蓮絡に系統的な蓮 りがないも,その當座自分の興味を惹 いて
ゐる事だけを書き績 け、興味が薄れたならば、薪 しく自分の心に浮び出した事
項 に 筆 を鰯 喝 この 方 法 を5Fin・11yi∬1・・e駐ce,in190蜻hiもup・n七h6
ジ
righ七w、■y七〇do,tsnAu七〇biograp毒y."(MαrkTzvαin'sAzatbb,iogra'puhγ.1ZL一、 、
Auth。r'解v・`のと 自讃 して ゐ る 。 零
'自 叙 傳 を書 く程 の 老 齢 に な つ て さへ か くの 如 くで あ るの で 、 彼 の 若 い 時 代 の
万 事 に 晦on七aneOUSで1あつ た ご と は察 す る に 難 くば な いが{そ の 少 年 時 代 の 性
格 を よ く傳 へ て ゐ るffu'ckFinnecつい て 見 るの も面 白V・。HuckメFinnがTom
～
FRONTIERSPIRITの丈學的表現 ,971)、
Sawyerと奴 隷のJimを 、 その囚はれ てゐ る小屋が ら救 ひ出さ うといふ場面「
艶 る・T・狐 姻 軌 の救 脈 は作法カミあ ると古式にのつ とつ て、鞘 入 りの
ナ!フ で小屋 の土 を掘 ら うと提案 す ると・Huckは 作法で あち う2な か らうと
ツ.ルハシこそ この場 合にふ さは しい ものだ 。僕 は黒奴 な り水 瓜な一り日曜学 校の
本 な りを盗 ま うと思 ふ ときは、 それが うま く手に入 りさへす るな らば その取 る
手段方法 な ど何 であ らうと構ひ は しない。偉 い入が何 と云 は うと、本 に何が書
いて あ らうど 僕 は手取 り早 く思付 いた方法 に頼 るのだ と語 つてゐ る。又他の
場面 ではか う云ふて・ゐ るσ事 をす る場 合、善悪 の判断 について僕 は もう考へ迷
はぬ積 りだ。 これか うは どち らで もその時 々に便宜 な方法 を取 る事 にす る と。
ffuck・-F'innが多 くの圖 書舘かbし め出 しを喰 つた理 由の一は、EuckぷLiarであ 一
ることに あるが、 實際彼 は よく嘘 を云つてゐ る。43章の主な るeven七の凡て
、
に嘘 を云ふ場面が現 はれてゐ る。 これ は懸賞金附で探 されてゐる彼 と して は必
要 な ととで もあつたであ らうが 、一 には臨機願 攣な自嚢性 によるのであ る。彼
は 取か ら出 まふ せ には次の通 り自信が あつ た 。知 らない家に近づ いて行 く時 で
あ る。``lwen七righ七alongino七fix加gupanypar七iou1勘rPlan,bu七jus七ズ
七rus伍丑g七 〇Providence七〇pu七 七herigh七.wordsinmymou七hwhen
七he'timecome,forl'dAo七iced七heProvl'de・ncealwaysdid-pu七七he
■igh七wordsinmy.mou七hifIユef七i七alone7・
自褒性 につ きものの矛盾 はど う二か 。MarkTwainの 大 陸 横 断 記 録 た る
R・・ghinglt-o第+二章 に"砂 キー山脈 の頂上で 小 学 校 時 代 の親友 」・hn
に偶然 め ぐりあつ た。僕 は印刷屋 の三階の窓か ら下 に居 るJohnの頭に水瓜 を
の ロ ド
落 してやつ て見事に命 中させた ことが あつたが ζ結 局僕は損 を した 。第 一水瓜
をな くしたばか りでな く・Johnの友情 を失つたか ら1'と昔 を懐か しむ所が あ
る。 この水瓜事件 は彼 の 自叙 傳第二雀 に同 じ場面が 出て、た だ相手が 自分 の弟
のHenryに なつ てゐる。落 した後 す ぐ後悔 してゐ る所 を見 ると、同 じv・たづ
らを繰 り返 した様 に も思へ す、叉RoughingIt,はperSgnalnarrativeであ
る と断つ てある所か ら見て全 くのfictionとも思へぬので 、これ らは うろ畳 え
の記憶 により思付 きで語つて ゐ るどしか考へ られ なV・σ尚 自叡傳ac-一雀 の中に
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於 て も、彼 の誕 生地 た るTlorid翫の當時り人 口、について、1877年の手記 には
300呑足 らす とあるが 、1897-8年の手記には人 口100で自分 の誕 生に よつ て村
は人 ローパ㌻ 毛 ン ト増加 した と述 べてゐ る。A・B・PaineのTwain傳に よると、
この村¢)當時の戸敏 は21戸とあるので 、人 口100の方が近い と思 はれ るqこ の時
に よつ て100にな り或 は300にな りな どす る所 に律 の患付 き探 りが窺 はれ るので 一
ある,彼 が思付 きの ま ま〃と俗語卑語 を織 り混ぜ て、潤達 自在に 自邑の周邊 を描
爲す る態度 か ら、庶民 生活 蓼活爲す る近代 アメiJ.、.ヵ文学のrealis七iGな態 妻が.
生 れた 孝考へ られ てゐ る・今 日ア メ リ々文学の最大特徴 として もて はや され る
Hemingway的技法 一 かの簡潔 な会話 のや りEり の間 に読 明な しに、細か な
心理 の動 きを表現 させてゐ る手法 も、 もと もとはfluckFinnの自在 な会 話 に
そと)源泉 を見出 し得 るので ある。 陪"
以上 を もつて三つ の特徴 を簡翠に述べたので あるが、Fron七ierSpiri七とい
義 同 じ要因に よつ て動 が され た もので あ る限 り、これ らが 三者 に共通に現 はれ
ど
た ことに不思議 はなV・で あ らう。ただ併 し蝕 に見逃 して はな らない黙が一つ あ
る。 それはF,rontierの存 在が丈学的に見て、東 部 人に甥 す ると西部 人に甥す
るとで 、その及ぼせ る影響の現 はれ方 に相違があ ることで ある。具農的 に云へ
ば 恥erson・W舜!nan等東部入 と・W【arkΨwainの如 き生粋 の西部 入 との
間に、或 る相違の見 られ る黙で ある。
元來Frontierはその初期か ら十九世紀 の終 りまで は流動 し綾けてゐたq薪
、しV・傳統 を生 み文化的核心 を作 るには、Tron七ierは余 りに も漂漢的で、 不安 、
定 であつた 。丸太小屋が やが て共同杜会 とな り町 とな り市 とな る迄 は、西部特
有の文化 は生 れなかつた 。即 ち沸騰す る西部 の 入々はv永 らくreaderでもな
くwri七erでもなか・うたので ある。久 しい間、讃み もの と云へば選學 に關 す る
印刷物か 、宗教或は道徳訓的 な護物 に過 ぎなかつた 。西部が多少の落付 きを見
せた場合 も最初 は賦洲或 は東部作家 を模 倣す る作品が 見出 され ただけで ある。
り
併 し西部の獲達 と共に、東部 との利害反す維濟 事情 の爲に東部 に甥す る反抗意
識が 生 じ、文 学作品 にも この傾向が現 はれるに至つ た。猫立意識、民主的墾等'
一感が西部 市民 を して、 東部 のb60kleaTninggen七ryや所謂cu1七ureに野す
趨 、
FRONTIERq・PIRIrの丈學 的表 境(73)
¢
る冷笑的態度を生ぜ しめた。西部の新 聞難誌は、反英反東部熱を以て西部文化
の確立を叫んだ。彼等はNewEnglandや南方文化の延長ではなく、彼等の
土地に即 し彼等の環境 より生 じ、西部の利釜 と理想を表はす 記より自嚢的な交
雌 望んだ・西部は美羅 句ρ場では齢 ・蜘 國語を含む諸輝 の鋤 合ふ
　
堵塙、For'tune-huh七iAgに夢 中の群 集に洗錬 され た文化 は用が なかつた 。'必
要 な丈化 は土 に即 した ものであつた。 これ ら西部作家の多 くは貧窮 の中に生れ
勢働 に從 裏 し身 を立 て、筆 に膚分の経瞼 を托 す 登といふ人で、即'ち自分 の艦験に
「基 く人生
の現實 、就 会の實相 荏忠實 に描爲 ぜん としたゐで ある。 ここか ら必然
的にrealis七icな手法が生れた。 この好例 がMarkTwaiaに 見られ ること
は前述 の通 りで ある。尤 も彼の手法 はreaIis七icであっ:・(も、それ は尚夢多 き
Roman七icRealismともいふべ き も死)であつ て・Fron七ier浩失後 のpessimis七ie
なRealismとは匠別 さるべ き もので あ う。 一
後 に至つて アメ リヵ婿 自の文 学 を建 み出す勢 力 となる.Frqn七ierも、その初 、
期 に於て ば文学的 に殆ん ど意味が なかつ たので あ る。併 しそれ 自膣交学 として
は慣値 な く見 えるFron七ierも、それが存 在す る事 に よつ て東部 の作 家蓮 に新
材料 た る 五a七iv6なものを豊 富に提供 した。併 しその材料 を扱 ふ東部作家 は多
く開 拓者 生活 の直接的 経験 を持 ち合 せなかつ た・從つてPioneersの活動 の舞
蔓た るFroB七ierを扱ふ態度 はHawthorne,Lo五9牽ellow等の作品 に見 る如
く、塞想的 に傅読的 に見 られroman.'ticな傾向 を持つ に至つたので ある。 この
意味で は喜 々西部 を訪 れ、西部 人の呼吸 を身近 に感 じたEmers・nやWhitman
も樂 天的 なAmericanRoman七icismの'流れ の 中 に 診 る事 を示 してゐ る。
Emers面が 如何 に過去 を振 り返 る駁・遠 くを望む な・現實Qも の・手近かな
もの 、普通 の もの を求 めま と叫んで も、それは卑近 な ものが卑 近 なるが ままに
債値が あるので は汝 く、すべてが彼の所謂宇宙の大漿 と相通ふが故に奪 く、個
人も禍 。n。n。SSの羨 れそれの戯 と見る脈 、伽 凡鱒 重も意義があ
る の で あ る 。彼 が 哩hebluezeni七his七hepoill七.iawhichromanceand
Mea1七y.me1七ノ・(Nature)``Ineveryland忌capo,七he・poin七〇fas七Qnishmen七
'i
sthe・mee七ingoftheskyand七heearth."(ibid.)と 云 ふ の も・、 目 に 見 え
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ぬ青室の彼方、或は地干線の彼方、見得ぬ泄界に祠秘 を認め、夢の世界に憧れ
る心のある事を示 してゐる。即ち大漿を読 く彼の神秘的なRomantiicismを表
はしてゐるので ある.一 ににRoman七icismと嚢つても、その表 はれ には種々
あつて、或は超貞然力に劉す る憧撮とか、中世懐古、異國情緒の如 く㌔時圃的室蘭
的にかけ離れた ものに謝する憧れ・或は美や自然 に封す る熱愛等 もあるであら
う・Em・・s・nva於で憾 ・その超縮 学の基盤 をなす と考へ ら泌Ove・S・ul 一
今・の確信、從つて 自我 の肯定 、自我主張の熱意 、Whi七manに於て はa七h蹴ic
へ も
10veを繋 ぎ としてのDemOcracyへの熱情等が彼等 を してro1m醐cis七た らし
めて ゐるので あ る。 これ は云 ひ様 によつて は遠 くの もの高い もの た憧れ ると も
云へ るので あるが 、併 しそれは現 在 自分の住み なれた土地や時 代よ9か け離れ
た遠 い國 とか 古い時代へ の思 慕 とかいふ如 く解繹茸 らるべ きで はない。否 これ
は既 に記 した如 く、彼等 はかか る遠い古い 悉のの灌威 に頼 る勿れ と云つ てゐ る
6で あ る、EmersonはArtの序詩 に ・
Givo七〇barrows,もrayS,andpans,
Graeeandglimmerofromance;、 、
と歌 ひ 、古V・因 襲 的 な 詩 題 の 襯 念 を 棄 て て 、・か か る生 活 の 日常 性Z目 を 向 け よ
と武 つ て ゐ る。Romanticで あ りなが ら、 同 時 に生 活 のrealな 面 に 注 意 す る
態 度 が 、EmersonやWhi七m徽 に 表 ば れ て ゐ るの で あ る。 そ して この 現 實 と
い ふ 意 味 に於 て のrealisticな面 を持 つRom・anti・cismの嚢 生 はFron七・ier
SP産ritの東 部 へ の影 響 即 ち間 接 の 影 響 で あ り、逆 に 班 謡kTwain等 に 見 る如
くroman七ic'なRe飢is孤『を 生 み 翫 した の はFron七ierS蝉ri七の 西 部 へ の 影
響 即 ち 直 接 の 影 響 で あ る と考 へ られ る 。而 して か か る意 味 に 於 て のRealistic
Roman七icismよりRoman七icRealismへの稚 移 過 程 の 裡 に ア メ リカ 猫 自 の
文 学 が 誕 生 を 見 た と解 す る こ とが 出 來 る 。
恥oa七ierSp鱒七の 文学的表現 も・考 察 の歩 を進 めて行 くなち ば・恥on七ier.
消 失 後 の 同 精 棘 の 溝 長 に俘 ふ 影 響 も究 め な けれ ば な らぬ で あ ら う。 例 へ ば
S七einbeckが『TheLeαaerげthePεopleの主 人 公Grandfa七herに西 漸 蓮
動 め 終 焉VaづV・て ・"There'Sn・paace七・9・,七he・e'S七he・Ceanif・S㌻P"
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you.[2here,salineofoldmena70ng七heshoreha七ing七heσcean
beeausei七s七 〇pped一 七hem.・…r・Wes七e■ing㎞s -diedo並of七hepeqple.
ノ ノ ス
Wes七eringisn,毎huれ9解anymore・1七'satlldone・1七isfinishe・d・',と歎
か しめて ゐるが、 このFron七ier沿失の哀感が第二次世界大職前迄 のア メ リカ
Rpali-smの基 調 を な して ゐ ると考へ るの も'一一・つ の見方で ある。更 に叉 この.
Froぬ七ierSpiri七が・地 理 と してのF等on七ier」を失つ て ゐる現世紀 に至つ て もボ
なほ形 を攣へ 、政治的 に経濟 的 に或 は廣 く文化的 な諸 々の活動 とな り、新 しVP
勢 力扶植 の地 を求 め績 けてゐ ると考へ るな らば、 その文 学に及ぼす影響 も蓋 し
},t曽
甚 大な る ものが あるで あらうと思 はれ る。併 しこれ らの問題 に鰯れ る ことは他
日の研究 に侯 たなければ ならないので 、本稿 は論 をFron七i劔の實在せ る時期
に限 り、而 もFro甜erSpir蕗の 影 響 が アメIl力文学 の猫立 を齎 ら した と考
へ られ る面のみ を取扱 つた もので ある。 囑
